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一

奈
良
の
近
代

　
　

 

国
際
遊
覧
都
市
奈
良
を
支
え
た
花
街
・
元
林
院 　
　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
文
化
研
究
所
な
ら
」
理
事
長

帝
塚
山
大
学
非
常
勤
講
師　
　
　
　
　
　
　
　

 

勝　

部　

月　

子　

は
じ
め
に

　

遊
覧
都
市
と
し
て
の
奈
良
の
自
覚
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
奈
良
～
王
寺
間
の
鉄
道

開
通
を
皮
切
り
に
、
大
正
三
年
（
一
九
二
八
）
の
大
阪
電
気
軌
道
（
現
・
近
畿
日
本
鉄
道
）
の
奈

良
乗
り
入
れ
を
機
と
し
て
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
勿
論
、
春
日
大
社
や
東
大
寺
な
ど
大
社
寺

を
抱
え
る
奈
良
の
地
は
、
古
く
か
ら
社
寺
詣
と
し
て
の
〝
奈
良
見
物
〟
の
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
は

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
の
地
の
特
性
は
、
近
代
、
殊
に
明
治
維
新
の
騒
乱
が
治

ま
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
明
治
末
期
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
頃
に
か
け
て
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
開
国
か
ら
間
も
な
い
わ
が
国
は
、
神
社
仏
閣
に
加
え
多
く
の
古
代
遺
跡
が
の
こ
る
奈
良
を

〝
国
の
は
じ
ま
り
〟
の
地
、
ま
た
、
長
き
に
わ
た
っ
て
都
を
維
持
し
た
京
都
を
雅
な
〝
国
風
文

化
〟
の
地
と
し
て
位
置
付
け
謳
い
上
げ
、
世
界
に
披
露
す
る
日
本
と
し
て
創
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
奈
良
は
地
場
産
業
に
か
わ
る
お
お
き
な
経
済
戦
力
と
し
て
〝
国
際
遊
覧
都

市
〟
を
打
ち
出
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
奈
良
市
制

三
十
五
周
年
記
念
に
お
け
る
観
光
産
業
博
覧
会
開
催
趣
意
書
か
ら
も
知
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
の
奈
良
市
長
、
森
田
宇
三
郎
は
そ
の
中
で
「（
前
略
）
茲
に
於
て
無
数
の
名
勝
史
蹟
と
雄
大

な
る
公
園
を
有
し
世
界
的
遊
覧
都
市
た
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
我
奈
良
市
に
於
て
は
昭
和
八
年
は

恰
も
市
制
實
施
以
来
三
五
周
年
に
相
當
す
る
を
以
て
之
を
記
念
す
る
為
、
天
平
文
化
の
淵
叢
地
を

一
層
廣
く
江
湖
に
紹
介
す
る
と
共
に
我
國
産
業
の
開
發
に
貢
獻
せ
む
と
す
。（
後
略
）」
と
そ
の
意

気
込
み
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
も
と
で
、
奈
良
の
観
光
産
業
を
支
え
た
花
街
、
元
林
院
は
形
成
さ
れ

た
。
ま
た
、
本
論
で
と
り
あ
げ
る
元
林
院
検
番
の
最
大
の
催
し
で
あ
っ
た
春
日
神
社
（
現
・
春
日

大
社
）
へ
の
真
榊
奉
納
行
事
は
、
遊
覧
都
市
を
推
進
す
る
奈
良
の
年
中
行
事
と
し
て
も
組
み
入
れ

ら
れ
、
花
街
・
元
林
院
は
奈
良
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
真
榊
奉
納
行
事
に
つ
い
て
い
え
ば
、
聖
と
俗
と
い
う
一
見
相
反
す
る
神
社
と
花
街
の
結

び
つ
き
は
、
互
い
の
領
域
の
特
質
か
ら
す
れ
ば
不
可
思
議
な
関
わ
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
花
街
と
神
社
が
相
俟
っ
て
創
り
出
し
た
祭
礼
行
事
は
、
奈
良
に
限
ら
ず
当
時
の
日
本
の
他
の

地
域
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
両
者
の
関
わ
り
こ
そ
、
近
代
と
い
う
時
の
な
か
で
先
人

達
が
示
し
て
く
れ
た
生
き
る
力
で
あ
る
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
日
本
に
お
け
る
近
代
社
会
の

特
質
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
近
代
社
会
の
一
側
面
を
奈
良
の
事
例

を
と
お
し
て
み
て
い
く
。

一
、
花
街
・
元
林
院
町
の
成
立

　

元
林
院
の
地
名
は
古
く
は
文
和
三
年
（
一
三
三
四
）
の
「
大
乗
院
奉
行
引
付
」
九
月
十
四
日
条

（
成
簣
堂
大
乗
院
文
書
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
地
の
来
歴
に
つ
い
て
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）、
村
井
古
道
（
無
名
園
古
道
翁
）
が

著
し
た
郷
土
史
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
林
院
町　

謂
二
南
北
ノ
通
一
日
二
繪
屋
町
一
亦
謂
二
入
レ
西
小
路
ヲ

一
日
二
四
之
室
辻
子
ト

一
當
名
ハ

元
林
院
者
興
福
寺
別
院
也
其
興
癈
未
レ
考
繪
屋
町
者
佛
畫
師
竹
坊
二
三
家
住
二
于
當
町
ニ

一
仍

俗
云
二
畫
屋
ト

一
矣　
　

往
年
春
日
繪
所
氏
姓
有
二
塁
家
一
所
謂
芝
。
住
吉
。
宅
間
。
粟
田
口
。

吐
田
等
也

今
按
天
正
二
年
地
子
帳
載
二
元
林
院
町
ヲ

一
然
者
天
文
年
土
一
揆
亂
妨
ニ
元
林
院
坊
宇
滅
而
後

爲
二
在
家
一
處
有
レ
據
乎
（
後
略
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
元
林
院
は
そ
の
南
北
の
通
り
を
絵
屋
町
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
町
は
興
福

寺
の
別
院
元
林
院
の
旧
跡
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
元
林
院
町
に
は
竹
坊
と
名
乗
る
仏
画
師
が

ニ
、
三
住
ん
で
お
り
、
絵
屋
町
の
呼
称
は
こ
れ
か
ら
つ
い
た
別
称
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
昔
、

春
日
絵
所
で
あ
っ
た
と
す
る
芝
、
住
吉
、
宅
間
、
粟
田
口
、
吐
田
な
ど
累
家
の
氏
姓
を
あ
げ
て

い
る
。
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
の
地
子
帳
に
元
林
院
を
載
せ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
文
年

（
一
五
三
二
～
一
五
五
五
）
土
一
揆
の
乱
妨
に
元
林
院
の
妨
宇
は
滅
び
て
後
に
在
家
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

元
林
院
が
花
街
と
な
っ
た
の
は
明
治
初
期
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
奈
良
の
町
に
あ
っ
て
江
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二

戸
初
期
以
来
遊
里
が
開
か
れ
、
近
松
門
左
衛
門
や
井
原
西
鶴
の
作
品
で
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
、
木

辻
遊
廓
か
ら
遅
れ
る
こ
と
二
世
紀
半
後
の
成
立
で
あ
る
。

　

花
街
と
し
て
の
元
林
院
町
の
成
立
に
つ
い
て
明
治
二
十
三
年
刊
『
平
城
坊
目
遣
考
』註
１「

遊
廓
之

部
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

當
町
ハ
明
治
五
年
頃
よ
り
始
め
て
遊
廓
と
な
里
最
初
藝
妓
而
己
拘
る
家
三
四
戸
あ
り
後
娼
妓

も
抱
へ
繁
盛
の
不
夜
城
な
り

　

ま
た
、
藤
田
祥
光
氏
（
明
治
十
年
～
昭
和
二
十
五
年
）註
２

の
手
写
記
録
「
奈
良
雑
稿
」
の
中
に
注

目
す
べ
き
次
の
よ
う
な
探
訪
記
録
が
あ
る
。

元
林
院

明
治
三
年
六
月
一
日
寄
席
揚
弓
屋
開
業
許
可
ア
リ
五
年
遊
廓
藝
妓
置
屋
業
開
ク
許
可
ヲ
得
後

娼
妓
ヲ
モ
置
ク
但
シ
五
年
ノ
夏
若
ク
ハ
秋
ナ
ラ
ン
・
・
・

委
細
ハ
大
乗
院
記
ニ
書
ク
然
ル
ニ
元
林
院
ノ
名
ナ
シ
故
ニ
其
以
後
ナ
リ
シ
コ
ト
明
ナ
リ
最
初

ノ
開
業
セ
シ
ハ

五（
マ
マ
）年
ニ
ハ 

揚
霞
樓 

金
波
樓 

春
日
野 

大
与
宗 

錦
屋 
六
年
ニ
ハ 

可
笑
亭 

明
秀
舘 

万
王
（
マ
マ
）樓

　

こ
れ
ら
か
ら
元
林
院
が
花
街
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
、
明
治
三
年
に
寄
席
揚
弓
屋

開
業
許
可
、
次
い
で
明
治
五
年
に
遊
廓
開
業
の
許
可
を
受
け
た
頃
か
ら
で
大
変
な
繁
盛
で
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
明
治
五
年
に
は
す
で
に
こ
こ
に
妓
楼
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
無
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
県
下
で
初
め
て
の
新
聞
「
日
新
記
聞
」
明
治
五
年
五
月
第
二
号
の
元
林
院
に
つ

い
て
の
記
事
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。

五
月
十
六
日
夜
二
字
頃
奈
良
元
林
院
町
大
庄
卜
云
妓
樓
ヨ
リ
出
火
シ
テ
今
御
門
市
町　

町
へ

延
焼
一
時
斗
二
戸
數
廿
九
戸
ヲ
焼
失
シ
タ
リ
従
来
奈
良
ノ
地
火
災
ノ
少
ナ
キ
土
地
ニ
テ
ヒ
消

防
ノ
設
ハ
甚
夕
手
薄
ク
其
周
章
失
錯
謂
方
ナ
シ
（
後
略
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
五
月
十
六
日
元
林
院
町
に
あ
っ
た
「
大
庄
」
と
い
う
妓
楼
か
ら
出
火
、
延
焼

し
た
と
あ
り
、
こ
の
時
す
で
に
元
林
院
町
に
青
楼
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
元
林
院
と
距
離
的
に
そ
う
遠
く
な
い
木
辻
遊
廓
の
興
り
が
、
慶
長
、
寛
永
年
間
と
古

い
の
に
対
し
、
元
林
院
が
花
街
と
し
て
成
っ
た
の
は
明
治
の
初
め
と
遅
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
こ
の
一
帯
に
は
矢
場
女
が
住
む
や
う
に
な
り
遊
覧
の
客
に
娼
笑
を
売
る
や

う
に
な
り
色
町
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
・
・
・
」註
３

と
も
、
或
い
は
「
井
上
町
の
奥
村
菊

蔵
氏
（
井
上
町
の
長
老
小
間
物
店
主
、
趣
味
と
し
て
和
歌
、
九
十
二
歳
）
に
よ
る
と
、
郡
山
藩

と
奈
良
町
奉
行
と
の
間
に
木
辻
町
の
池
善
と
い
う
女
郎
の
こ
と
で
争
い
が
起
こ
り
、
一
時
木
辻
町

の
遊
廓
が
廃
止
と
な
り
、
そ
の
か
わ
り
、
こ
の
町
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

と
・
・
・
」註
４

な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
別
称
、
絵
屋
町
と
い
わ
れ
た
元
林
院
町
に
住
む
絵
師
や
そ
れ

に
関
わ
る
人
々
は
、
そ
の
生
業
の
多
く
を
近
隣
の
神
社
、
仏
閣
に
依
存
し
て
い
た
が
、
明
治
維
新

前
後
こ
れ
ら
の
荒
廃
と
と
も
に
そ
の
職
を
失
っ
た
。
こ
の
場
を
彼
ら
は
離
れ
て
い
っ
た
か
ど
う
か

を
知
る
由
も
な
い
が
、
専
住
者
の
中
か
ら
転
業
し
て
い
っ
た
家
も
あ
り
、
そ
の
跡
地
に
妓
楼
が
開

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。註
５

　

『
奈
良
県
警
察
史
』
に
は
（
明
治
・
大
正
編
）
本
県
事
項
と
し
て
明
治
五
年
六
月
「
隠
し
売
女

体
を
禁
止
」
の
布
令
を
出
す
一
方
、「
奈
良
元
林
院
に
遊
廓
の
設
置
を
許
可
」
と
あ
る
。
し
か
し

皮
肉
な
こ
と
に
遊
廓
設
置
許
可
が
お
り
た
同
年
十
月
に
は
、
近
代
文
明
国
家
を
目
指
す
政
府
に
よ

り
「
人
身
売
買
禁
止
、
芸
娼
妓
解
放
令
公
布
」
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
牛
馬
切
り
ほ

ど
き
」
と
称
さ
れ
た
布
告
で
あ
っ
た
が
、
現
実
問
題
と
し
て
芸
妓
・
娼
妓
、
生
活
困
窮
者
に
は
、

自
由
の
身
と
な
る
の
は
難
し
く
、
翌
年
の
明
治
六
年
に
は
遊
廓
が
復
活
し
た
。

　

と
も
あ
れ
、
元
林
院
町
は
何
の
商
い
を
す
る
に
も
至
極
立
地
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
こ
の
頃
を
境
に
花
街
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
、
芸
妓
本
位
の
花
街

　

明
治
初
期
の
元
林
院
は
芸
妓
娼
妓
が
混
在
す
る
花
街
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
中
期
よ
り
芸
妓

本
位
の
花
街
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
そ
の
成
立
過
程
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
に
注
目
す
べ
き
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
南な
ん

都と

馬ば

角か
く

齊さ
い

の
雅
号
を
も
つ
水
木
要
太
郎
の
筆
に

よ
る
「
大
和
の
遊
廓　

木
辻
と
元
林
院
」註
６

で
あ
る
。
水
木
要
太
郎
（
一
八
六
五
～
一
九
三
八
）
に

つ
い
て
は
高
田
十
郎
の
「
奈
良
百
話
」註
７

か
ら
そ
の
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
氏
は
伊
予
の
出
身

で
あ
る
が
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
奈
良
に
在
住
し
教
諭
を
歴
任
し
、
奈
良
の
文
化

事
業
に
多
く
た
ず
さ
わ
っ
た
。『
大
和
の
水
木
か
水
木
の
大
和
か
』
と
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
の
博
学

で
あ
り
、
特
筆
す
る
こ
と
の
一
つ
に
氏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
と
も
い
え
る
三
百
冊
を
超
え
る
大

福
帳
が
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
は
じ
め
ら
れ
昭
和
十
二
年
そ
の
生
涯
を
閉
じ

る
ま
で
続
け
ら
れ
た
大
福
帳
は
日
記
兼
署
名
簿
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
こ
れ
に
は
花
柳
界
の
事
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象
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
時
、
元
林
院
の
新
年
初
弾
の
唄
は
市
井
に
も
通
じ
多
芸
、
多
趣
味
で

あ
っ
た
そ
の
作
で
あ
り
、
後
に
記
す
こ
の
花
街
最
大
の
行
事
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
花

街
成
立
と
同
時
代
人
で
も
あ
る
そ
う
し
た
氏
の
筆
な
る
昭
和
八
年
の
次
の
文
は
信
憑
性
の
高
い
も

の
と
い
え
よ
う
。

…
明
治
五
年
二
月
よ
り
遊
女
傾
城
の
稱
は
娼
妓
と
改
ま
り
そ
の
十
月
に
は　

娼
妓
藝
妓
等
年

季
奉
公
人
一
切
解
放
可
致
右
ニ
付
貸
借
訴
訟
總
テ
不
取
上
事
と
い
ふ
達
し
が
あ
つ
て
遊
廓
の

大
打
撃
で
あ
つ
た
が
、
木
辻
は
米
濱
郡
山
は
後
の
菊
水
樓
主
人
等
が
再
興
の
運
動
を
し
て
再

び
許
可
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
奈
良
は
木
辻
元
林
院
の
二
ケ
所
に
限
定
せ
ら
れ
る
こ
と
ゝ

な
つ
た
。
だ
が
木
辻
が
影
響
を
受
け
る
の
で
双
方
相
談
の
上
規
約
を
結
ん
だ
、
そ
れ
に
は
元

林
院
町
料
理
屋
七
軒
に
て
惣
酌
取
女
向
後
二
十
七
人
に
取
極
一
人
も
増
抱
等
決
而
仕
間
敷
候

事　

益
金
一
人
に
付
一
ケ
年
一
兩
一
歩
宛
取
究
全
抱
人
數
割
を
以
て
毎
月
卅
日
限
元
林
院
町

料
理
屋
肝
煎
よ
り
取
集
め
無
相
違
木
辻
町
へ
相
渡
可
申
事　

元
林
町
七
軒
之
内
に
而
隠
賣
女

體
内
實
身
賣
ケ
間
敷
義
決
而
仕
間
敷
候
事　

等
の
證
書
を
入
れ
て
營
業
を
始
め
た
が
、
明
治

二
十
八
年
木
辻
接
續
の
瓦
堂
町
を
遊
廓
區
域
に
編
入
し
元
林
院
は
こ
ゝ
に
移
轉
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。
併
し
事
實
移
轉
し
た
る
も
の
な
く
、
元
林
院
は
三
十
二
年
二
月
末
日
限
り
廢
止
と

な
り
藝
妓
の
み
と
な
つ
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
芸
娼
妓
解
放
な
ど
の
布
令
後
、
奈
良
で
の
遊
廓
は
木
辻
と
元
林
院
の
二
箇
所
限

定
で
許
可
さ
れ
た
と
あ
る
。
地
の
利
が
い
い
元
林
院
が
遊
廓
を
営
業
す
る
こ
と
で
木
辻
が
打
撃
を

受
け
る
こ
と
か
ら
か
、
双
方
の
相
談
に
よ
っ
て
元
林
院
で
は
酌
取
女
の
人
数
を
増
や
さ
な
い
事
。

も
う
け
た
金
か
ら
一
人
に
付
き
年
間
一
両
一
歩
を
月
割
に
し
て
木
辻
に
渡
す
事
。
ま
た
娼
妓
本
位

の
木
辻
遊
廓
と
同
種
の
営
業
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
て
い
る
。
こ
の
木
辻
側
優

位
の
取
り
決
め
は
、
明
治
五
年
に
勧
業
課
が
税
金
を
扱
う
よ
う
に
な
る
ま
で
大
和
全
国
の
遊
廓
の

運
上
取
り
を
行
っ
て
い
た
、
古
参
、
木
辻
遊
廓
と
遊
廓
を
形
づ
く
り
つ
つ
あ
っ
た
新
参
の
元
林
院

と
の
力
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
取
り
決
め
に
も
関
わ
ら
ず
元
林

院
町
の
料
理
屋
の
影
響
は
強
大
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
明
治
二
十
八
年
木
辻
遊
廓

区
域
を
広
げ
、
隣
接
の
瓦
堂
町
に
元
林
院
の
営
業
者
を
移
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
に
応
じ

る
も
の
お
ら
ず
、
そ
の
計
画
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
っ
て
、
元
林
院

は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
二
月
末
日
限
り
で
芸
妓
本
位
の
花
街
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
芸
妓
本
位
の
花
街
と
な
る
こ
と
の
つ
い
て
は
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
蔵
、
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
の
手
稿
本
『
奈
良
風
俗
志
』
の
「
花
柳
社
会
」註
８

に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

元
林
院
ニ
ッ
キ
テ
明
治
二
十
七
年
県
令
ニ
テ
女
郎
屋
ヲ
廃
止
シ
藝
妓
本
位
ト
ナ
リ
テ
娼
妓
ハ

極
少
数
ト
ナ
ル

　

こ
こ
で
注
目
で
き
る
の
は
「
芸
妓
本
位
」
と
い
う
こ
の
花
街
の
特
色
が
「
県
令
ニ
テ
」
つ
ま

り
、
県
の
命
令
と
し
て
成
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
布
令
を
出
す
に
至
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
ろ

う
が
、
木
辻
と
元
林
院
の
間
で
娼
妓
と
芸
妓
の
明
確
な
す
み
わ
け
を
す
る
こ
と
は
、
元
林
院
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
社
会
お
よ
び
行
政
側
に
と
っ
て
布
令
は
、
娼
妓
本

位
の
遊
廓
と
し
て
古
来
よ
り
そ
の
存
在
意
義
と
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
木
辻
遊
廓

を
無
視
で
き
な
い
こ
と
か
ら
の
執
行
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
布
令
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
奈
良
は
近
代

社
会
構
築
に
向
か
っ
て
急
速
に
歩
み
出
し
て
い
た
。
近
代
化
の
一
つ
の
方
向
と
し
て
、
明
治
二
十

年
代
に
国
家
主
義
的
な
歴
史
観
の
構
築
が
始
ま
っ
た
。
奈
良
は
古
代
文
化
発
祥
の
地
と
し
て
注
目

さ
れ
位
置
付
け
ら
れ
は
じ
め
る
。
そ
こ
に
鉄
道
の
開
通
も
相
俟
っ
て
、
奈
良
は
遊
覧
都
市
と
し
て

再
び
模
索
し
は
じ
め
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
元
林
院
の
楼
主
連
に
し
て
み
れ
ば
、
時
代
の
急

激
な
変
化
の
中
、
混
沌
と
し
た
社
会
に
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
娼
妓
を
廃
し
て
芸
妓
本
位
と
す
る
令

は
ま
さ
に
前
途
を
憂
慮
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
か
ろ
う
。
自
ら
の
発
想
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
「
芸
妓
本
位
」
を
そ
の
中
心
に
置
き
こ
の
花
街
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
後
に
大
和

に
あ
っ
た
他
の
花
街
と
の
差
別
化
に
つ
な
が
り
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
京
、
大

阪
の
花
街
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
賑
わ
い
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
芸
妓
本

位
へ
の
転
換
は
元
林
院
遊
廓
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
〝
災
い
転
じ
て
福
”
を
も
た

ら
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
今
日
の
古
老
を
し
て
も
「
元
林
院
は
ほ
か
よ
り
上
等
だ
っ
た
」
と
か

「
高
級
な
と
こ
ろ
」
と
言
わ
し
め
る
花
街
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
花
街
と
し
て
の
元
林
院
の
発
展
は
換
言
す
る
な
ら
ば
近
代
化
の
渦
の
中
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

三
、
祭
礼
と
花
街

　

時
代
の
う
ね
り
の
中
で
そ
の
時
々
の
社
会
の
諸
相
を
反
映
し
た
何
か
が
生
み
だ
さ
れ
る
。
創
り
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だ
さ
れ
る
も
の
は
、
多
く
が
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
じ
る
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
表
出

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
の
日
本
社
会
で
は
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
大
切
な
他
者
と
の
関
わ
り
が
頓
に

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
急
激
な
社
会
変
化
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ

れ
を
取
り
戻
そ
う
と
人
と
人
が
関
わ
り
あ
え
る
共
同
体
の
再
構
築
が
模
索
さ
れ
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
こ
れ
ら
は
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
現
代
社
会
に
圧
し
掛
か
っ
て
来
て
い
る
。
ま
さ
に
奈
良
、
元
林
院
検
番
の
「
真
榊
奉
納

行
事
」
は
そ
う
し
た
中
で
創
り
出
さ
れ
た
と
い
え
る
。註
９

　

真
榊
奉
納
行
事
と
は
奈
良
の
花
街
、
元
林
院
検
番
の
芸
妓
ら
が
大
真
榊
を
奉
納
す
る
た
め
春
日

神
社
へ
参
拝
し
、
神
楽
を
奉
納
し
た
行
事
で
あ
る
。
こ
の
行
事
は
大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
十
三
年

ま
で
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
お
お
か
た
の
観
光
案
内
書
に
は
奈
良
の
年
中
行
事
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
行
事
に
つ
い
て
「
春
日
案
内
記
」
の
な
か
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

大
正
十
五
年
よ
り
眞
榊
奉
納
行
事
と
い
ふ
の
が
此
の
日
に
行
は
る
ゝ
事
に
な
っ
た
。
即
ち
同

日
午
後
昔
の
繪
屋
町
た
る
元
林
院
町
か
ら
、
素
襖
を
着
け
た
金
棒
二
人
を
先
發
と
し
て
、
白

丁
の
舁
い
た
幣
帛
の
辛
櫃
之
に
次
ぎ
、
花
傘
の
下
に
水
干
姿
の
稚
兒
髷
の
童
子
は
練
つ
て
行

く
、
次
に
白
衣
緋
袴
に
小
忌
衣
を
着
た
官
女
と
、
眞
垂
姿
の
侍
丁
等
三
十
名
の
美
妓
が
、
天

岩
戸
に
於
け
る
天
兒
屋
根
命
の
故
事
に
倣
ひ
て
、
鏡
劒
玉
の
三
種
と
五
色
の
絹
及
麻
を
取
し

で
た
眞
榊
を
、
四
方
に
矛
を
立
て
幔
幕
を
引
き
め
ぐ
ら
し
た
御
所
車
に
立
て
ゝ
、
伶
人
の
道

樂
に
合
せ
て
之
を
引
き
、
一
鳥
居
よ
り
參
拜
奉
納
す
る
の
で
そ
の
雜
沓
殷
賑
彼
の
若
宮
御
祭

に
匹
敵
す
る
騒
ぎ
で
あ
る
。註1
註

　

こ
の
「
真
榊
奉
納
行
事
」
に
関
わ
っ
た
二
人
の
重
要
な
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
前
述
し
た
水
木

要
太
郎
と
次
に
記
す
春
日
神
社
の
禰ね

宜ぎ

森
口
奈
良
吉
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
奈
良
の
〝
年
中
行

事
〟
と
位
置
付
け
ら
れ
た
「
真
榊
奉
納
行
事
」
を
考
案
し
実
行
に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
国
際
遊

覧
都
市
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
よ
う
と
模
索
し
て
い
た
奈
良
に
と
っ
て
、
こ
の
行
事
は
重
要
な

観
光
資
源
で
あ
っ
た
。
二
人
は
こ
の
行
事
だ
け
で
は
な
く
近
代
化
を
急
ぐ
奈
良
の
殊
に
文
化
事
業

に
お
い
て
は
大
き
な
功
績
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

こ
の
行
事
は
水
木
要
太
郎
が
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
で
あ
り
、
森
口
奈
良
吉
が
春
日
大

社
に
奉
仕
し
て
い
る
時
期
に
創
出
さ
れ
て
い
る
。

　

水
木
要
太
郎
に
つ
い
て
は
多
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
森
口
奈
良
吉
と
二

人
の
関
わ
り
を
通
し
て
み
て
い
き
た
い
。註1
註

　

ま
ず
、
森
口
奈
良
吉
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
奈
良
県
吉
野
郡
小
川
村
（
現
・
東
吉
野

村
）
で
生
れ
る
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
奈
良
県
尋
常
師
範
学
校
入
学
し
、
明
治
二
十
九

年
（
一
八
九
六
）
に
同
校
を
優
等
第
一
番
で
卒
業
し
『
言
海
』
を
賞
与
さ
れ
て
い
る
。
同
年
、
吉

野
郡
三
河
小
学
校
訓
導
と
な
る
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
（
大
和
）
郡
山
小
学
校
訓

導
兼
県
立
郡
山
中
学
校
教
員
心
得
を
勤
め
て
い
る
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
新
設
校
、
奈

良
市
立
実
科
高
等
女
学
校
長
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
教
諭
と
な

る
。
し
か
し
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
は
同
校
を
辞
職
し
、
官
幣
大
社
春
日
神
社
禰
宜
と
な

る
。
そ
し
て
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
官
幣
中
社
吉
田
神
社
宮
司
に
任
じ
ら
れ
春
日
神
社
を

去
る
ま
で
同
社
に
奉
仕
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
は
国
幣
中
社
宇
都
宮

二
荒
山
神
社
宮
司
に
就
任
し
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
官
幣
大
社
建
部
神
社
宮
司
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
一
月
、
七
十
二
歳
で
再
び
春
日
大
社
に
権
宮
司
と

写真１　真榊奉納の渡御（春日神社一の鳥居前）

写真２　真榊奉納式（春日神社での奉納舞）
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し
て
迎
え
ら
れ
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
十
二
月
春
日
大
社
を
退
職
し
て
い
る
。

　

森
口
奈
良
吉
が
最
初
に
水
木
要
太
郎
と
出
会
っ
た
の
は
、
奈
良
県
尋
常
師
範
学
校
で
水
木
要
太

郎
の
教
え
を
受
け
た
時
で
あ
る
。
次
い
で
、
森
口
は
奈
良
女
子
師
範
高
等
師
範
学
校
に
五
年
間
勤

め
た
が
、
そ
の
時
既
に
同
校
の
教
授
で
あ
っ
た
水
木
要
太
郎
と
同
僚
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
森
口
の
長
女
鈴
子
が
恩
師
水
木
要
太
郎
の
次
男
直
箭
と
結
婚
し
姻
戚

関
係
と
な
っ
て
い
る
。

　

森
口
奈
良
吉
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
氏
神
蟻
通
神
社
の
研
究
に
情
熱
を
傾
け
そ
の
結
果
、

郷
社
蟻
通
神
社
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
正
式
に
官
幣
大
社
に
昇
格
し
、
丹
生
川
上
神
社
と

改
称
し
て
い
る
。
こ
の
功
績
に
よ
り
県
神
職
会
、
市
神
職
会
、
全
国
神
職
会
か
ら
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
奈
良
県
神
職
会
講
師
、
県
の
「
大
和
に
於
け
る
神
武
天
皇
聖
蹟
」
編
著
の

嘱
託
や
史
跡
勝
地
調
査
委
員
の
委
嘱
も
受
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
に
関
わ
る
事
に
貢
献
し

研
究
論
文
も
多
く
発
表
し
て
い
る
。

　

春
日
神
社
で
の
功
績
を
挙
げ
る
な
ら
ば
「
春
日
神
社
小
志
」「
春
日
神
社
金
石
銘
表
」「
春
日

神
社
大
鑑
」「
春
日
参
拝
の
栞
」「
石
燈
籠
図
集
」「
春
日
山
巡
り
」
の
諸
本
や
絵
葉
書
（
境
内
風

景
、
若
宮
御
祭
、
年
中
行
事
、
神
社
建
築
、
春
日
祭
等
）
の
発
刊
が
あ
る
。
ま
た
、「
春
日
宝
物

館
」「
万
葉
植
物
園
」
設
立
に
尽
力
す
る
と
い
っ
た
、
春
日
神
社
の
活
性
化
に
多
く
寄
与
し
て
い

る
。
そ
し
て
昭
和
六
年
七
月
に
は
、
春
日
大
社
か
ら
永
久
優
遇
の
推
薦
状
を
受
け
て
い
る
。

　

森
口
が
四
半
世
紀
に
わ
た
る
教
職
界
を
辞
し
て
、
春
日
神
社
の
神
職
と
な
っ
た
の
は
、
春
日
神

社
禰
宜
に
欠
員
が
出
、
そ
の
後
任
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
う
が
、
家
族
、
親
戚
は
勿
論
、
学
校

か
ら
も
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
強
い
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
高
等
官
五
等
の
奈
良
女
高
師
教
諭
か
ら
判
任
官註1
註

待
遇
の
春
日
神
社
禰
宜
に
な
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
彼
は
長
年
の
研
究
で
あ
る
郷
里
の
蟻
通
神
社
が
延
喜
式
内
の
名
神
大
社
丹
生
川
上

神
社
で
あ
る
こ
と
の
宿
望
を
果
た
す
た
め
、
つ
ま
り
そ
の
考
証
、
神
社
昇
格
実
現
の
た
め
に
春
日

神
社
入
り
を
好
機
と
捉
え
決
断
し
て
い
る
。
こ
の
判
断
は
功
を
奏
し
、
春
日
神
社
に
奉
仕
を
は
じ

め
た
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
春
日
の
宝
庫
に
お
い
て
「
宇
陀
郡
田
地
帳
」
の
中
に
「
雨
師
庄
田

五
町
吉
野
郡
小
河
雨
師
明
神
領
」
の
記
事
を
発
見
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
蟻
通
神
社
は
式
内
社
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
定
し
、
感
涙
に
む
せ
ん
だ
と
あ
る
。
紆
余
曲
折
あ
っ
た
こ
の
一
件
に
お
い
て
そ

の
初
期
の
頃
「
当
時
郡
中
に
あ
っ
て
、
地
歴
の
重
鎮
と
し
て
県
下
に
令
名
を
馳
せ
て
い
た
水
木
要

太
郎
先
生
の
指
導
を
受
け
資
料
の
収
集
に
当
た
っ
た
。（
中
略
）
大
正
二
年
六
月
に
、
当
時
県
史

蹟
調
査
委
員
を
し
て
い
た
女
高
師
教
授
水
木
先
生
に
資
料
を
提
供
し
、
実
地
の
踏
査
を
煩
し
た
結

果
、
八
月
県
教
育
会
主
催
歴
史
地
理
講
演
会
に
お
い
て
、
先
生
は
『
大
和
平
野
の
史
蹟
』
と
題
し

て
講
演
し
、
そ
の
中
で
蟻
通
神
社
が
古
の
丹
生
川
上
神
社
の
四
至
に
一
致
す
る
と
と
も
に
神
武
天

皇
聖
蹟
丹
生
川
上
も
恐
ら
く
蟻
通
神
社
の
境
内
な
ら
ん
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。」註1
註

と
恩
師
の
指

導
と
名
望
を
力
添
え
に
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
師
の
広
い
交
友
関
係
を
助
け
と
し
て
、

内
務
省
神
社
局
と
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
奈
良
新
報
の
大
正
十
五
年
一
月
三
十
日
の
記
事
に
「
大
和
の
人
々
の
噂
─
教
育
家
で
お

れ
ば
無
難
の
森
口
奈
良
吉
氏
」
と
題
し
て
森
口
の
人
柄
を
伺
わ
せ
る
記
事
が
あ
る
。「（
前
略
）
扨

彼
の
今
日
あ
る
は
水
木
要
太
郎
先
生
に
負
う
所
が
多
い
。（
中
略
）
身
体
こ
そ
小
さ
い
が
策
も
あ

り
、
才
気
煥
発
で
そ
の
為
彼
は
禍
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
彼
は
小
男
の
総
身
に
知
恵
の
廻
り
過

ぎ
の
感
あ
り
、
穏
な
し
く
教
育
家
で
暮
ら
せ
ば
無
難
な
男
だ
が
、
可
惜
神
仕
へ
し
為
攻
撃
さ
れ
る

の
は
御
気
の
毒
千
万
、
神
鹿
問
題
な
り
大
宿
所
問
題
に
つ
い
て
も
何
れ
に
も
是
非
が
あ
ろ
う
が
、

今
の
処
シ
カ
と
判
ら
ん
か
ら
後
で
両
者
に
聞
く
と
し
て
、
今
度
の
社
務
所
な
ど
も
七
万
円
の
予
算

で
あ
る
こ
と
は
之
も
彼
の
功
績
で
あ
る
。（
後
略
）」
と
し
て
、
才
気
の
あ
る
異
色
の
神
主
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
二
人
の
関
係
に
あ
っ
て
春
日
神
社
へ
の
真
榊
奉
納
行
事
は
新
し
く
つ
く
り
出
さ
れ

た
。
近
代
社
会
に
お
い
て
は
神
社
と
花
街
が
提
携
し
合
う
こ
う
し
た
行
事
は
各
地
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。註1
註

明
治
の
上
地
（
知
）
令
に
お
い
て
逼
迫
し
た
経
済
状
態
に
あ
っ
た
神
社
は
、
そ
の
独
自

の
祭
儀
執
行
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
時
期
、
花
街
は
好
景
気
に
湧
い
て

い
た
。
花
街
は
祭
礼
へ
の
奉
仕
と
い
う
大
義
名
分
の
も
と
自
ら
を
広
報
す
る
有
力
な
手
段
を
渡
御

式
と
い
う
形
で
手
に
入
れ
、
神
社
は
経
済
再
生
の
道
を
見
出
し
た
。
近
代
化
と
い
う
変
革
が
も
た

ら
し
た
混
乱
す
る
社
会
の
中
で
、
人
々
は
今
を
生
き
抜
こ
う
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。
こ
う

し
た
二
人
の
行
動
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
知
恵
と
実
行
は
奈
良
の
人
々
に
活
況
を
呈
し
た
。

　

筆
者
は
以
前
拙
論
「
近
代
に
お
け
る
祭
礼
と
花
街
─
元
林
院
検
番
の
真
榊
奉
納
行
事
─
」註
９

で
こ

の
行
事
の
詳
細
を
述
べ
た
。
そ
の
折
「
昭
和
二
年
の
真
榊
奉
納
行
事
は
、
こ
の
年
の
執
行
を
基
に

し
て
、
神
社
側
と
元
林
院
検
番
の
代
表
者
に
よ
っ
て
詳
細
な
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
補

遺
第
四
枚
に
記
録
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
書
類
は
未
見
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
ど
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春
日
大
社
よ
り
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
こ
こ
に
併
せ
て
報

告
し
た
い
。

　

こ
の
資
料
表
紙
は
「
特
第
九
七
号　

自
大
正
十
一
年
至
昭
和
六
年　

尚
同
廿
三
年
前
後　

大
正

十
五
年　

春
日
年
中
行
事　

森
口
有
」
と
あ
っ
て
、
真
榊
奉
納
に
関
し
て
は
大
正
十
五
年
の
「
元

林
院
町
節
分
献
供
式
次
第
・
注
意
事
項
」「
昭
和
三
年
一
月
十
七
日
真
榊
奉
納
行
事
ニ
関
シ
協
定

事
項
・
参
考
事
項
・
元
林
院
節
分
献
饌
式
奉
仕
分
課
」「
元
林
院
町
節
分
祭
献
供
式
次
第
・
奉
仕

員
・
備
考
」（
昭
和
三
年
）
に
つ
づ
き
「
真
榊
奉
納
行
事
」
と
題
し
て
一
般
公
開
さ
れ
た
水
木
要

太
郎
作
の
奉
納
行
事
文
（
本
論
未
掲
載
）註
９

及
び
真
榊
奉
納
行
事
の
日
の
市
井
の
様
子
を
書
き
記

し
た
も
の
・
式
次
第
（
本
論
未
掲
載
）「
真
榊
奉
納
式
次
第
（
昭
和
五
年
）・
備
考
・
諸
設
備
・
節

分
分
課
・
節
分
祭
福
壽
豆
授
與
係
（
本
論
未
掲
載
）」
以
上
か
ら
な
る
。

　

こ
の
資
料
に
は
後
か
ら
の
書
き
込
み
が
多
く
み
ら
れ
る
（
筆
者
が
文
字
に
網
掛
け
を
し
て
示
し

た
）。
こ
れ
は
実
際
に
行
事
を
執
り
行
っ
た
後
の
改
善
点
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ

け
て
、
反
省
を
踏
ま
え
た
う
え
の
多
数
の
細
か
な
指
示
の
書
き
込
み
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

こ
の
資
料
の
は
じ
め
に
記
し
て
あ
る
「
今
後
ノ
為
注
意
ス
ベ
キ
事
項
」
が
示
す
よ
う
に
、
森
口
禰

宜
の
行
事
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
事
前
に
数
回
行
わ

れ
た
元
林
院
検
番
と
の
話
し
合
い
に
よ
る
協
定
事
項
を
も
含
め
こ
の
細
や
か
な
配
慮
の
結
果
、
こ

の
行
事
に
は
大
き
な
問
題
は
起
き
て
い
な
い
。
こ
の
行
事
の
晴
れ
や
か
な
様
子
も
後
の
た
め
に
わ

ざ
わ
ざ
書
き
記
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
も
最
後
に
付
記
し
て
お
く
。

特
第
九
七
号

自
大
正
十
一
年

至
昭
和
六
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
口
有

　

尚
同
廿
三
年

　
　
　
　
　

前
後

　

大
正
十
五
年

春

日　
　

年
中
行
事

�

今
後
ノ
為
注
意
ス
ベ
キ
事
項

　
　
　
　
　

三
、
二
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
林
院
町
節
分
献
供
式
次
第

　
　
　
　
　
　
　

一
時
刻
神
職
ラ
鳥
居
ニ
於
テ
列
検

直
会
殿
二
列
ノ　
　
　

神
職
ノ
先
導
ニ
依
リ
南
門
ヲ
参
入
東
側
石
段
ヲ
昇
リ
一

準
備
ハ
実
際　
　
　
　

同
林
檎
ノ
庭
ニ
参
集
ノ
上
整
列
ス

セ
マ
カ
ッ
タ　
　
　
　

此
時
白
丁
ハ
真
榊
及
辛
櫃
ヲ
稲
垣
下
ニ
置
ク

三
列
ニ
テ
モ
尚
不　
　

（
豫
メ
薦
ヲ
舗
設
ス
）

足
ナ
リ　
　
　
　
　

次
、
修
祓
（
祓
所
ヲ
岩
本
社
壇
ニ
辨
備
ス
）

此
間
少
憩
約
十
分
間
位�

（
本
年
ハ
酒
ヲ
飲
マ
シ
タ
ガ
官
女
ヤ
侍
丁
ダ
ケ

ナ
ラ
ヨ
イ
ガ
自
警
団
ガ
飲
ミ
ス
ギ
テ
与
惣
者
ノ

様
ナ
事
ヲ
ス
ル
カ
ラ
見
合
ス
方
ヨ
カ
ラ
ン

）

　
　
　
　
　
　
　

次
、
神
職
ノ
先
導
ニ
ヨ
リ
辛
櫃
、
真
榊
ヲ
中
間
前
ニ
進
ム

ａ
ハ
狭
カ
ッ
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ　
　
　
　
　
　

ノ
デ
西
御
廊
畳　
　
　

雇
員
辛
櫃
真
榊
ヲ
曳
キ
辛
櫃
ハ
西
御
廊
北
端
東
面
ニ

ノ
上
ニ
オ
イ
タ　
　
　

真
榊
ハ
獅
子
ノ
間
前
ニ
置
ク
（
本
年
ハ
着
座
後
デ
ア
ッ
タ
）

　
　
　
　
　
　
　

次
、
神
職
参
進
所
定
ノ
座
ニ
着
ク　

国
旗
ハ
神
社
神
籬
ノ
位
置　

後
作
●
ニ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
花
傘
ハ
大
杉
ノ
下　

同　

車
台
二
列
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
木　

角
井
外
一
人　

計
十
八
人
以
上

　
　
　
　
　
　
　

次
、
元
林
院
町
代
表
者
西
御
廊
ノ
座
ニ
着
ク　

（�

円
座
ヲ
ト
リ
、
真
コ
モ
ヲ

取
ッ
タ
ガ
狭
カ
ッ
タ
）

●　
　
　
　
　
　

次
、
官
女
仕
丁
直
會
殿
ニ
着
座
ス　
　

設
備
等
充
分
広
ク
ス
ル
事

稲
垣
方
一　
　
　

次
、
献
饌　
　
　
　

此
間
奏
樂

長
椅
子
六　
　
　

次
、
幣
饌
料
進
献　

（
随
行
ノ
楽
人
）
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法
羽
及　
　
　
　
　
　
　

此
時
元
林
院
代
表
者
辛
櫃
ヨ
リ
之
ヲ
出
シ
神
職
獅
子
ノ
間
中
央
ニ
奠
ス

大
和
毎
日
一　
　

次
、
齋
主
祝
詞
ヲ
奏
ス

熊
野
●
ヨ
リ　
　
　
　
　
　
　

次
、
元
林
院
代
表
者
玉
串
拝
禮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
女
仕
丁
列
拝　

（
楼
主
モ
同　
　

舟
木　

角
井
外
一
人
）

　
　
　
　
　
　
　

次
、
撤
饌　
　
　
　
　

此
間
奏
樂

　
　
　
　
　
　
　

次
、
各　

退
下　
　

直
會
殿
ニ
於
テ
神
酒
撤
饌
並
ニ
幣
及
玉
串
ヲ
授
與
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幣
及
玉
串
ハ
雇
員
之
ヲ
授
リ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
會
ハ
御
巫
勤
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（�

盃
ハ
沢
山
用
意
ス
ル
事　
　

幣
一
八
官
女
一
五
舟
木　

角
井
外
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ゴ
玉
串
一
八
仕
丁
一
五
金
棒
二　
　

本
年
チ
ゴ
一
召
遣　

玉
串
ヲ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ば
か
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上�

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
事
項

一
、
元
林
院
代
表
者
十
五
名
ニ
小
守
、
菓
子
（
三
個
）
神
盃
福
壽
豆
ヲ
授
與
て
外
ニ
五
個
準
備

一
、
官
女
仕
丁
三
十
名
金
棒
二
名
稚
児
一
名
附
添
一
名
ニ
ハ
小
守
、
福
壽
豆
ヲ
授
與
ス

一
、�

直
會
殿
ニ
於
テ
官
女
稚
児
ニ
御
幣
（
木
製
二
十
本
）
ヲ
仕
丁
及
金
棒
ニ
玉
串
ヲ
授
與
ス

（
二
十
本
）

　
　

直
會
用
鯣
、
昆
布
、
神
酒
、
用
意
ノ
コ
ト

　
　

�

以
上
撤
下
品
ハ
何
レ
モ
祭
典
前
、
神
前
獅
子
ノ
間
中
央
ニ
奉
奠
シ
置
ク
コ
ト
（
金
、
銀
、
三

方
ヲ
用
フ
）

一
、�

直
會
殿
ニ
敷
物
、
火
鉢
等
用
意
ノ
コ
ト
「
二
列
ニ
テ
ハ
狭
シ
三
列
カ
四
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
楽
人
ハ
樂
所
ニ
ツ
ク
）�

」

一
、
直
會
殿
ニ
御
紋
章
幕
ヲ
引
廻
ラ
ス
コ
ト

一
、
車
舎
ニ
ハ
百
色
電
燈
貮
個
ヲ
点
シ
幕
ヲ
引
廻
ラ
シ
御
所
車
ヲ
置
ク
コ
ト

祝
詞
の
中
に
元
林
院
の
字
ヲ
補
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　

昭
和
三
年
一
月
十
七
日
真
榊
奉
納
行
事
ニ
関
シ
協
定
事
項

一
、
本
協
定
事
項
ハ
自
今
定
例
ト
ス
ル
コ
ト

一
、�

本
社
ニ
参
着
ノ
上
元
林
院
町
代
表
者
ハ
西
御
廊
ニ
官
女
仕
丁
ハ
直
會
殿
ニ
着
席
シ
附
添－
人
及

自
警
団
員
等
ハ
舊
社
務
所
跡
土
間
長
椅
子
ニ
着
席
ノ
コ
ト　

（
本
年
ハ
皆
直
会
殿
デ
ア
リ
）

　
　

御
紋
章
幕
ヲ
外
廊
柱
ニ
張
廻
ラ
ス
コ
ト

㈠　

休
憩
中
神
酒
ヲ
温
メ
テ
饗
ス
ル
コ
ト

　

（
今
後
見
合
ス
方
●
方
ナ
ク
テ
ヨ
カ
ラ
ン
）

但
シ
元
林
院
ヨ
リ
神
酒
五
升
奉
献
ニ
付
前
以
テ
神
前
ニ
供
シ
参
着
前
撤
下
シ
土
瓶
等
ニ
入

レ
置
ク
コ
ト
自
警
団
員
等
ニ
モ
差
出
ス
コ
ト
─
─
？

㈡　

豫
メ
茶
湯
ヲ
沸
シ
置
ク
コ
ト
〔
土
間
ニ
設
備
ス
〕

㈢�　

祭
典
中
ハ
特
ニ
静
粛
ヲ
旨
ト
セ
シ
ム
ル
コ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

真
榊
ハ
約
三
米
位
ノ
モ
ノ
ヲ
伐
採
シ
當
日
早
朝
御
所
車
ト
共
ニ
元
林
院
ニ
交
付
ス
ル
コ
ト

樂
員
ハ
十
四
名
ヲ
定
員
ト
ス
ル
コ
ト

消
防
五
名
ノ
中
西
川
衛
士
長
一
名
ハ
諸
事
辨
備
ノ
為
メ
早
朝
ヨ
リ
元
林
院
町
ヘ
赴
キ
（
本

年
ハ
十
一
時
出
●
ニ
ツ
キ
早
ク
ス
ル
事
）
他
ノ
四
名
ハ
十
一
時
半
頃
出
向
ス
〔
晝
食
後
〕

右
ノ
外
消
防
五
名
ハ
午
後
神
社
ニ
出
向
ス
ル
ヲ
以
テ
特
別
要
件
ノ
タ
メ
元
林
院
町
ヨ
リ
依

頼
ノ
時
ハ
便
宜
出
向
セ
シ
ム
ル
モ
妨
ナ
キ
コ
ト

〔
前
記
五
名
ノ
者
ハ
元
林
院
町
ヨ
リ
金
五
円
支
出
ニ
付
之
ヲ
以
テ
當
日
ノ
日
當
ト
シ
神
社

ヨ
リ
別
ニ
支
辨
セ
ス
〕

〔
但
シ
他
ノ
五
名
ハ
従
前
ノ
通
リ
神
社
ヨ
リ
日
當
支
辨
、
夕
刻
ヨ
リ
右
十
名
ニ
テ
点
燈
ニ

従
事
ス
ル
コ
ト
〕

一
、�

車
舎
ニ
点
ス
ベ
キ
百
燭
電
燈
ハ
従
前
二
個
ナ
リ
シ
モ
自
今
三
個
ト
ス
ル
コ
ト
〔
元
林
院
町
ニ

テ
費
用
支
辨
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

一
、
雲
脚
台
臺
新
調
ノ
コ
ト
〔
元
林
院
町
支
辨
、
現
品
同
町
ヘ
交
付
〕

　
　

〔
幣
饌
料
献
備
用
ノ
モ
ノ
自
今
之
ヲ
用
ウ
〕

一
、
御
幣
貮
十
本
、
玉
串
貮
十
本
ヲ
辨
備
ス
ル
コ
ト
〔
毎
年
新
調
、
費
用
元
林
院
町
支
辨
〕

一
、�

幣
饌
料
ハ
金
参
拾
圓
ト
ス
、
定
額
ト
シ
テ
元
林
院
町
ヨ
リ
奉
納
ノ
コ
ト
（
ア
ゲ
ル
事
ヲ
楼

主
、
斎
主
と
打
合
ス
事　
　

斎
主
〈
赤
地
〉
別
斎
主
〈
黄
地
〉
他
ハ
緑
地
の
直
垂
）
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八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　

参
考
事
項

一
、
万
旗
及
日
月
旗
等
新
調
セ
リ

一
、
官
女
等
ヲ
シ
テ
林
檎
庭
ニ
於
テ
奉
奏
セ
シ
メ
タ
ノ
ハ
神
の
ま
す
及
ね
ら
し
な

（
仕
丁
十
二
人　

笏
拍
子
二
人　

附
添
三
人　

銅
拍
子
二　

笛
一　

太
皮
二　

小
皮
二　

舞

　

官
女
八
人
）

一
、
本
年
の
御
大
典
ニ
臨
時
真
榊
奉
納
行
事
執
行
方
考
慮
ノ
コ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

一
、
雨
天
ノ
際
ハ
順
延
セ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

（
官
女
）
白
衣
、
赤
袴
、
白
ノ
舞
衣
、
サ
ゲ
髪
、〈
絵
図
ア
リ
〉
カ
ザ
シ
、
檜
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

└
金
銀
エ
テ
鳳
鳥
ナ
ド
（
括
─
赤
）

（
童
子
）
紅
衣　

上
ニ
白
の
浄
衣　

丸
い
太
い
帯
を
前
で
結
ぶ　

白
紫
の
サ
シ
ヌ
キ

（
侍
丁
）
袴
ナ
シ　

水
色
ノ
下
着　

襦
袢
ノ
エ
リ
水
色　

上
着
桃
色
〈
袖
●
白
筋
〉
萌
黄
ニ
金
銀

　
　
　
　

ノ
藤
ト
カ
鳥
ノ
舞
衣
（
括
─
水
色
）、
後
・
絵
ノ
冠
ヲ
負
フ
、
髪
結
フ

（
金
棒
）�

紫
色
の
●
物
袖
ニ
藤
ノ
模
様
金き
ん

箔ぱ
く

少
し
ア
リ
〈
絵
図
ア
リ
〉
オ
リ
色
ノ
ヤ
ウ
中
狩
衣
風

　
　
　
　

ノ
モ
ノ
ヲ
●
●
袖
後
方
ニ
タ
タ
ン
デ
ツ
ケ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

幣
殿
ノ
●
●
ハ
来
年
ハ
南
門
外

●
●
カ
ラ
レ
及
電
燈
ノ
前
於
・
・
・
・

交
通
整
理
ノ
指
導

南
門
列
シ
混
雑
セ
ス

清
浄
旧
付
門
ハ
閉
鎖
シ
テ
可

元
林
院
節
分
献
饌
式
奉
仕
分
課

　

右
奉
仕
員

　
　

斎
主　
　
　
　
　

森
口　

禰
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
東　

主
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
間　

主
典

　

祭
場
舗
設
辨
備
、
式
次
第

　
　

進
行
係　
　
　
　

小
野
村
主
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
村　
　

雇

　

二
ノ
鳥
居
列
検　
　

森
口　

禰
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
木
勝　

雇

　

幣
饌
料
進
献　
　
　

森
口　

禰
宜

　

幣　

授
與　
　
　
　

植
村　
　

雇

　

代
表
者
玉
串
後
取　

梅
木
勝　

雇

　

玉
串
授
與
係　
　
　

岡
本　
　

雇

　

神
饌
辛
櫃
後
取　
　

堀
川　
　

雇

　

御
幣
辨
備　
　
　
　

梅
木
勝　

雇

　

玉
串
辨
備　
　
　
　

堀
川　
　

雇

　

直
會
品
辨
備　
　
　

植
村　
　

雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
木
勝　

雇

　

神
饌
調
理　
　
　
　

雇
員
一
同　
　

　

直
會
（
休
憩
茶
接
待
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
坐
本
役
一
同

　

直
會
殿
休
憩
所
設
備
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
間　

主
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
野　
　

雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田　
　

雇

　

参
進
警
備　
　
　
　

三
上　

看
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本　

技
手

　
　
　

元
林
院
町
節
分
祭
献
供

式
次
第

一
、
時
刻
神
職
二
ノ
鳥
居
ニ
於
テ
列
検　
　

（
森
口
、
春
勝　
　

真
榊
車
ハ
車
舎
へ
置
ク
）

　
　

神
職
ノ
先
導
ニ
依
リ
南
門
ヲ
参
入
東
側
石
階
ヲ
昇
リ
一
同
林
檎
ノ
庭
ニ
参
集
整
列
ス

　
　

此
時
白
丁
ハ
真
榊
（
台
ニ
タ
テ
タ
マ
マ
）
及
辛
櫃
ヲ
稲
垣
下
ニ
置
ク

　
　
　

豫
メ
薦
ヲ
舗
設
ス
（
一
同
直
会
殿
ニ
廿
分
計
休
憩
ノ
事
（
小
用
ヲ
ス
マ
ス
〕〕

　
　

（
●
●
大
東
）



奈良女子大学文学部研究教育年報　第 10 号

九

次　

修
祓
〔
祓
所
エ
岩
本
社
壇
上
ニ
辨
備
ス
〕

次　

神
職
ノ
先
導
ニ
ヨ
リ
辛
櫃
及
真
榊
ヲ
中
門
前
ニ
進
ム

　
　

（
二
位
檜
前
ニ
テ
）

　
　

�
雇
員
辛
櫃
、
真
榊
ヲ
舁
キ
、
辛
櫃
ハ
西
御
廊
北
端
東
面
ニ
真
榊
ハ
獅
子
ノ
間
前
ニ
置
ク

（
二
十
人
近
い
人
が
座
ル
ノ
ワ
場
所
ガ
セ
マ
イ　

辛
櫃
ハ
●
ノ
間　

尚
床
机
ヲ
準
備
）

次　

神
職
参
進
着
席
〔
東
御
廊
〕

次　

元
林
院
町
代
表
者
参
進
着
席
〔
西
御
廊
〕

次　

官
女
、
仕
丁
、
直
會
殿
ニ
着
席
（
●
午
ヨ
リ
ハ
直
会
殿
●
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

次　

献
饌　
　
　
　

奏
楽

次　

幣
饌
料
進
献
（
三
十
円　

─　

雲
脚
台
）

　
　

此
時
元
林
院
代
表
者
辛
櫃
ヨ
リ
出
シ
神
職
（
森
口
）
之
ヲ
獅
子
ノ
間
中
央
ニ
奠
ス

次　

祝
詞
奏
上
（
●
●
）

次　

�

元
林
院
代
表
者
（
田
村
）
玉
串
ヲ
奉
リ
テ
拝
礼　
　

一
同
列
拝
（
此
時
金
棒
、
上
童

児
、
官
女
、
仕
丁
モ
）

次　

撤
饌　
　
　
　

奏
楽

次　

各
退
下　
　

�

（
林
檎
庭
ニ
整
列
セ
シ
）
直
會
殿
ニ
於
テ
神
酒
撤
饌
並
ニ
金
、
銀
、
幣
及

玉
串
ヲ
授
與
ス

　
　
　
　
　
　
　

金
、
銀
、
幣
及
玉
串
ハ
雇
員
之
ヲ
授
ク

　
　
　
　

直
會
ハ
御
坐
勤
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

（
次　

神
職
先
導　

若
宮
参
拝　

二
鳥
居
マ
デ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

奉
仕
員　
　
　
　
　
　

二
條　

宮
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
口　

禰
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
東　

主
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
間　

主
典

祭
場
舗
設
辨
備
式
次
第

進
行
係　
　
　
　
　
　

小
野
村
主
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝　
　

主
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
原　
　

雇

二
ノ
鳥
居
列
検　
　
　

森
口　

禰
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
木
勝　

雇

幣
饌
料
進
献　
　
　
　

森
口　

禰
宜

金
銀
幣
授
與
係

代
表
者
玉
串
後
取　
　

引
原　
　

雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
原　
　

雇

玉
串
授
與
係　
　
　
　

岡
本　
　

雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川　
　

雇

神
饌
調
理　
　
　
　
　

雇
員　

一
同

直
會　
　
　
　
　
　
　

御
坐
本
役
一
同

　
　
　

備
考

一　

�

元
林
院
町
代
表
者
〔
十
八
名
〕（
顧
問
沢
井
赤
堀
及
事
務
員
堀
内
）
ニ
ハ
小
守
菓
子
三
個
包

神
盃
福
壽
豆
ヲ
授
與
ス

一　

官
女
仕
丁
〔
三
十
名
〕
金
棒
〔
二
名
〕
上
童
〔
一
名
〕
ニ
ハ
小
守
福
壽
豆
ヲ
授
與
ス

一　

直
會
ノ
場
合
鯣
、
昆
布
、
神
酒
用
意
ノ
コ
ト

一　

直
會
後
金
銀
幣
ヲ
官
女
、（
稚
児
ニ
木
幣
一
、
玉
串
ヲ
仕
丁
及
金
棒
ニ
渡
コ
ト
）

　
　

金
銀
幣
ハ
十
五
本
、
玉
串
ハ
二
十
本
（
木
幣
一
本
）

一　

官
女
、
仕
丁
ハ
修
祓
後
直
會
殿
ニ
休
憩
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
敷
物
火
鉢
等
用
意
ノ
コ
ト

一　

車
舎
ニ
ハ
百
色
電
燈
貮
個
ヲ
点
シ
幕
ヲ
引
廻
ス
コ
ト

（
諸
設
備
・
節
分
諸
分
課
省
略
）（
真
榊
奉
納
行
事
行
事
文
省
略
）

　

こ
の
年
の
真
榊
奉
納
行
事
の
記
録
に
は
年
号
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
す
る
と
昭
和

三
年
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
と
先
に
述
べ
た
行
事
文
は
他
の
記
録
と
筆
跡
が
違
っ

て
い
る
。
ま
た
内
容
は
い
く
つ
か
の
新
聞
報
道
と
似
通
っ
て
も
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ

ば
、
真
榊
奉
納
行
事
に
伴
う
神
社
外
の
状
況
の
記
録
と
し
て
記
し
て
お
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
記
録
か
ら
は
、
真
榊
奉
納
行
事
が
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
当
時
の
よ
う
す
が
手
に
取
る
よ
う
に

わ
か
る
貴
重
な
記
録
と
い
え
よ
う
。

奈
良
市
元
林
院
検
番
に
於
て
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
大
正
十
五
年
節
分
會
の
午
後
春
日
神

社
に
真
榊
奉
納
行
事
を
行
っ
た
が
、
昨
年
は
諒
闇
と
て
單
に
参
拝
に
止
め
た
。
本
年
は
昭
和

の
行
政
に
も
あ
り
一
層
盛
大
に
行
は
ん
と
て
、
前
に
發
行
し
た
美
は
し
い
御
車
の
繪
に
前
期

の
説
明
を
附
し
た
も
の
を
、
早
く
も
各
方
面
に
配
布
し
て
宣
傳
を
試
み
て
居
る
。
一
昨
年
は

前
日
か
ら
同
検
番
附
近
の
道
路
に
は
木
の
香
も
芳
ば
し
き
栓
に
新
調
の
三
羽
雀
の
巴
の
紋
を

散
ら
し
た
大
提
灯
を
明
る
い
町
内
に
彩
っ
て
景
氣
を
添
へ
、
餅
飯
殿
通
り
は
紅
提
灯
の
と
ん

ね
る
を
造
っ
て
祝
意
を
表
す
る
等
、
お
祭
り
氣
分
が
前
夜
来
町
に
横
溢
し
た
。
明
け
て
三
日

は
朝
来
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
て
ゐ
る
の
で
天
候
の
程
も
案
ぜ
ら
れ
た
が
、
幸
に
正
午
近
く
に
至

り
一
天
か
ら
り
と
晴
れ
渡
り
、
柳
も
芽
含
み
猿
澤
池
の
水
も
温
む
か
と
思
は
れ
る
暖
か
さ

に
、
出
る
は
／
＼
大
軌
停
留
塲
か
ら
東
向
通
を
押
す
な
押
す
な
の
大
混
雜
、
さ
て
は
三
條
通

は
勿
論
八
方
か
ら
集
る
群
衆
は
猿
澤
池
畔
或
は
公
園
に
餅
飯
通
に
溢
れ
、
警
察
隊
は
必
死
と

な
っ
て
防
ぎ
戦
う
凄
ま
じ
さ
宛
然
此
の
界
隈
は
戦
亂
の
巷
と
化
し
終
っ
た
と
怪
し
ま
る
る
ば

か
り
の
騒
ぎ
に
、
待
ち
に
待
た
れ
た
行
列
は
何
分
に
も
今
日
が
最
初
の
試
み
と
て
、
豫
定
の

時
間
を
遅
れ
て
午
後
一
時
元
検
を
出
発
し
紅
白
に
綯
れ
た
二
條
の
縄
を
取
っ
て
御
車
を
挽

く
、
御
車
は
總
檜
造
り
て
兩
輪
に
漆
塗
の
太
輪
で
四
方
に
は
矛
を
立
て
錦
の
旗
飜
し
五
色
に

彩
っ
た
絹
の
段
だ
ら
幕
を
以
て
四
圍
を
包
み
、
中
央
に
は
當
日
の
奉
納
目
的
の
真
榊
の
一
本

を
恭
し
く
安
置
し
、
之
に
鏡
劒
玉
と
五
色
の
絹
及
び
麻
と
を
結
び
垂
れ
た
其
光
景
は
神
さ
び

て
神
々
し
き
中
に
も
美
麗
の
光
彩
陸
離
と
し
て
四
邊
を
払
ひ
背
後
に
烏
帽
子
直
垂
の
樓
主
、

白
襟
紋
附
の
女
將
之
に
属
從
し
、
列
は
静
々
と
元
検
前
を
南
へ
進
ん
で
餅
飯
殿
通
り
に
出
て

紅
提
灯
の
隊
道
を
潜
り
、
春
日
消
防
組
員
は
通
路
を
埋
む
る
群
衆
の
整
理
に
努
め
た
。
参
拝

の
行
列
は
素
袴
姿
の
金
棒
萬
玉
樓
の
愛
壽
、
米
濱
の
雛
丸
は
之
に
扮
し
露
払
と
し
て
先
頭
に

立
ち
、
白
丁
は
辛
櫝
を
舁
て
之
に
次
ぎ
、
七
名
の
楽
人
は
笙
、
ひ
ち
り
き
、
笛
と
太
鼓
に
て

古
典
的
な
る
道
楽
を
奏
し
、
稚
児
髷
の
童
子
京
富
の
富
子
さ
ん
（
六
つ
）
は
附
き
添
い
人
に

い
た
は
ら
れ
て
可
憐
な
る
歩
み
を
運
ぶ
。
其
後
か
ら
緋
の
襦
袢
上
に
白
衣
を
着
し
末
廣
を
手

に
せ
る
官
女
十
五
人
之
に
次
で
緑
の
衣
を
着
し
た
る
仕
丁
十
五
人
美
人
之
に
扮
し
て
三
條
通

を
出
て
東
方
に
向
っ
て
一
直
線
に
春
日
神
社
に
進
ん
で
行
っ
た
。
活
動
写
真
隊
は
自
動
車
に

撮
影
機
を
据
え
付
け
群
衆
を
押
し
分
け
て
馳
駆
す
る
。
行
列
が
過
ぎ
る
と
群
衆
は
雪
崩
を

打
っ
て
後
に
續
く
。
之
れ
が
為
春
日
神
社
は
朝
来
参
拝
者
陸
續
と
し
て
相
續
き
境
内
は
非
常

に
熱
鬧
を
極
め
た
。
而
し
て
刻
々
時
の
移
る
に
從
ふ
て
参
詣
者
數
は
増
す
ば
か
り
で
社
頭
は

賑
い
を
呈
し
た
が
、
例
に
依
っ
て
一
の
鳥
居
前
か
ら
以
東
二
の
鳥
居
の
際
ま
で
長
壽
飴
や
縁

喜
を
祝
ふ
種
々
な
露
天
軒
を
列
べ
て
盛
ん
に
客
を
呼
び
夜
に
入
っ
て
は
境
内
一
千
の
釣
燈
籠

二
千
の
石
燈
籠
に
悉
く
點
火
し
て
萬
燈
籠
の
偉
観
を
見
せ
、
若
宮
社
頭
に
は
白
衣
の
人
か
ら

長
壽
豆
の
小
袋
を
頒
布
さ
れ
非
常
の
賑
ひ
を
呈
し
た
。
奈
良
署
で
は
多
數
警
官
出
張
し
て
本

社
樓
門
に
臨
時
出
張
所
設
け
消
防
組
と
共
に
萬
一
を
警
戒
し
つ
ゝ
あ
っ
た
。
本
年
は
童
子
の

花
傘
や
樓
主
の
直
垂
等
凡
て
新
調
せ
ら
れ
、
行
列
に
は
後
方
に
も
楽
人
を
附
し
歩
調
緩
か
に

隊
伍
整
々
と
練
り
込
む
筈
で
あ
る
。
今
左
に
其
式
次
第
を
掲
け
る
（
式
次
第
後
略
）

写真３　絵葉書「奈良百景」（中央・節分真榊奉納）



奈良女子大学文学部研究教育年報　第 10 号

一
一

お
わ
り
に

　

写
真
４
は
昭
和
十
三
年
二
月
三
日
に
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
写
真
の
方
は
八
十
三
歳
で

亡
く
な
る
ま
で
元
林
院
検
番
現
役
芸
妓
と
し
て
名
を
連
ね
、
三
味
線
、
長
唄
の
師
匠
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
た
須
々
美
（
芸
妓
名
）
さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
行
事
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

彼
女
に
見
せ
て
頂
い
た
こ
の
一
枚
の
写
真
か
ら
で
あ
る
。
春
日
神
社
の
紋
所
の
下
が
り
藤
と
元
林

院
検
番
の
三
羽
雀
の
紋
を
併
せ
た
紋
章
が
あ
り
、
鳳
凰
が
舞
う
芸
妓
の
衣
裳
に
思
わ
ず
見
入
っ
て

し
ま
っ
た
。
手
の
ひ
ら
大
の
小
さ
な
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
尋
ね

歩
い
た
が
、
そ
の
詳
細
を
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ほ
ん
の
九
十
年
（
調
査
時
期
で
は

七
、八
十
年
）
前
の
こ
と
で
あ
る
。
須
々
美
さ
ん
（
大
正
六
年
生
れ
）
の
記
憶
で
は
〝
自
分
が
芸

妓
に
出
た
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
僅
か
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
今
年
で
最
後
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
綺
麗
に
撮
っ
て
も
ら
い
な
さ
い
と
置
屋
の
お
か
あ
さ
ん
に
い
わ
れ
写
真
を
写
し
た
こ

と
。
春
日
さ
ん
（
春
日
神
社
）
か
ら
検
番
に
歌
と
舞
を
教
え
に
来
ら
れ
た
が
、
自
分
た
ち
が
身
に

つ
け
て
い
る
も
の
（
技
芸
）
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。（
真
榊
行
事
に
）

参
加
し
た
の
は
年
の
若
い
妓
が
選
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。〟
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

真
榊
行
事
の
内
容
、
経
過
や
花
街
元
林
院
に
つ
い
て
は
他
の
拙
稿
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

明
治
維
新
以
後
、
近
代
化
こ
と
に
観
光
産
業
の
推
進
が
急
務
で
あ
っ
た
奈
良
に
お
い
て
、
そ
の

役
割
の
一
端
を
担
っ
た
花
街
元
林
院
の
成
立
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
祝
祭
の

場
を
創
出
し
た
真
榊
奉
納
行
事
は
、
元
林
院
検
番
と
春
日
神
社
の
み
な
ら
ず
、
奈
良
全
体
を
巻
き

込
ん
で
、
人
々
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
活
気
と
勇
気
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
も
の
は
そ
の
時
代
の
諸
相
を
映
す
も
の
で
あ
る
。
真
榊
行
事
は

ま
さ
に
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
春
日
神
社
、
元
林
院
検
番
の
年
中
行
事
と
な
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
奈
良
の
年
中
行
事
と
位
置
付
け
ら
れ
観
光
産
業
に
も
大
き
な
功
績
を
も
た
ら
し
た
。
こ

の
創
出
さ
れ
た
行
事
の
な
か
に
、
人
と
人
の
繋
が
り
を
強
く
も
っ
て
、
そ
の
時
代
を
果
敢
に
生
き

抜
こ
う
と
す
る
先
人
た
ち
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
こ
の
拙
稿
に
あ
た
り
春
日
大
社
か
ら
は
『
社
務
日
誌
』、
森
口
奈
良
吉
氏
の
備
忘
録
を

拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
故
絹
谷
眞
康
氏
か
ら
も
多
く
の
資
料
の
提
供
と
ご
教
示
を
い

た
だ
い
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

註
１　

金
沢
昇
平
・
久
世
宵
瑞
『
平
城
坊
目
遣
考
』
五
月
書
房
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）

２　

�

藤
田
祥
光
「
藤
田
文
庫
」
手
写
記
録
（
昭
和
七
年
～
二
十
年
間
）
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

蔵
。
こ
の
中
で
記
さ
れ
て
い
る
「
明
秀
館
」
は
明
治
六
年
に
は
開
業
し
て
い
な
い
。

３　

�

『
観
光
の
大
和
』
奈
良
県
総
務
部
観
光
課
内
・
奈
良
県
観
光
聯
合
會　

昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）

４　

山
田
熊
夫
『
奈
良
町
風
土
記
』
豊
住
書
店　

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

５　

�

拙
論
「
花
街
の
成
立
─
奈
良
元
林
院
の
事
例
を
通
し
て
─
」『
日
本
文
化
史
研
究
第

三
十
一
号
』
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

　
　

�

拙
論
「
萬
玉
楼
」『
奈
良
学
研
究
第
八
号
』
奈
良
学
学
会　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

参
照

６　

�
南
都
馬
角
齊
「
大
和
の
遊
廓
」『
上
方
』
第
３
巻
（
上
）
新
和
出
版
社　

昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）

７　

高
田
十
郎
『
奈
良
百
話
』
青
山
出
版
社　

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

写真４　�真榊奉納姿の元林院芸妓（須々美さん）
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一
二

８　

�

『
東
吉
野
村
史
』
史
料
編
下
巻　

東
吉
野
村
数
育
委
員
会
発
行　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
蔵
の
手
稿
本
『
奈
良
県
風
俗
誌
』
の
中
に
「
花
柳
社
会
」
の
記
述

が
あ
る
。
こ
の
本
は
奈
良
県
教
育
会
（
学
校
教
員
を
対
象
と
し
て
明
治
二
十
二
年
組
織
さ

れ
た
教
育
関
係
者
の
団
体
）
の
事
業
と
し
て
大
正
天
皇
の
大
礼
記
念
と
し
て
大
正
四
年
、

県
内
各
地
の
小
学
校
に
調
査
が
依
頼
さ
れ
た
（
訓
導
ら
に
か
）
も
の
に
よ
る
。
奈
良
県
師

範
学
校
教
諭
の
高
田
十
郎
（
一
八
八
一
～
一
九
五
二
）
が
編
纂
委
員
嘱
託
と
な
り
、
当
時

県
内
各
地
で
郷
土
調
査
が
進
め
ら
れ
資
料
収
集
は
行
な
わ
れ
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
編
纂

作
業
が
中
断
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

９　

�

拙
論
「
近
代
に
お
け
る
祭
礼
と
花
街
─
元
林
院
検
番
の
真
榊
奉
納
行
事
─
」『
民
族
藝
術

Ｖ
Ｏ
Ｌ
18
』
民
族
藝
術
学
会　

二
〇
〇
二
年
三
月

10　

�

「
春
日
神
社
案
内
記
」
森
口
奈
良
吉
『
名
所
舊
蹟
』
二
月
号
（
奈
良
名
所
舊
蹟
社
發
行　

昭
和
四
年
二
月
一
日
発
行
）

11　

�

『
丹
生
川
上
神
社
と
森
口
奈
良
吉
翁
』
丹
生
川
上
神
社　

昭
和
五
十
年
十
月
十
六
日

（
一
九
七
五
）

12　

�

判
任
官　

旧
制
の
官
吏
の
身
分
の
一
。
高
等
官
の
下
に
あ
り
、
属
官
と
も
い
う
。

13　

�

拙
論
「
近
代
の
大
阪
に
お
け
る
祭
礼
と
花
街
─
住
吉
大
社
の
祭
礼
を
事
例
と
し
て
─
」

『
日
本
文
化
史
研
究
第
三
十
八
号
』
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所　

平
成
十
九
年

（
二
〇
〇
七
）

写
真
１　

絵
葉
書
・
奈
良
市
史
料
保
存
館
蔵

写
真
２　

絵
葉
書
・
奈
良
市
史
料
保
存
館
蔵


